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会費額の改定が承認
令和５年４月分以降の会費より

臨時総会開催
　
令
和
４
年
10
月
18
日

午
後
２
時
よ

り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に

お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申

告
会
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

会
費
額
の
改
定（
案
）並
び
に
入
会
金

及
び
会
費
規
程
変
更（
案
）の
承
認
に

関
す
る
件

会
費
額
の
改
定
（
案
）

　
当
会
は
、
平
成
16
年
10
月
よ
り
約
18

年
間
会
費
額
を
改
定
せ
ず
に
本
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
前
回
会
費
額
を

改
定
し
た
16
年
度
末
で
７
，
０
８
４
名

だ
っ
た
正
会
員
数
も
令
和
４
年
３
月
31

日
現
在
で
は
、
５
，
３
８
８
名
と
な
っ

て
お
り
、
１
，
６
９
６
名
減
少
い
た
し

ま
し
た
。
収
入
面
で
は
、
当
時
の
会

費
・
事
業
収
入
と
比
較
す
る
と
約
２
，

３
０
０
万
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
経

費
の
面
で
は
、
節
減
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
令
和
３
年
度
に
、
総

合
改
革
委
員
会
を
設
置
し
、
会

の
様
々
な
課
題
を
審
議
し
た
中

で
、
喫
緊
の
課
題
が
安
定
し
た

財
政
と
判
断
し
、
会
費
額
の
改

定
（
案
）
を
理
事
会
に
上
程
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
理
事

会
に
お
い
て
慎
重
に
協
議
し
た

結
果
、
物
価
上
昇
に
よ
る
諸
経

費
の
増
加
も
加
味
し
、
値
上
げ

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

受
け
、
先
般
、
臨
時
支
部
長
会

議
を
開
催
し
、支
部
長
・
代
議
員
へ
「
会

費
額
の
改
定
が
必
要
な
理
由
」
の
説
明

を
行
っ
た
後
、
意
見
を
い
た
だ
き
、
改

定
（
案
）
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
の

更
な
る
発
展
と
健
全
で
安
定
し
た
会
運

営
の
た
め
、
会
費
額
の
改
定
を
下
記
に

よ
り
提
案
い
た
し
ま
す
。

記

１．実施時期

　　令和５年（2023年）４月分以降会費より

２．会費額

以上

会員種別 現　　行 改　　定

正 会 員 年額  15,000円 年額  21,000円

準会員Ａ 年額  17,500円 年額  10,500円

準会員Ｂ 年額  12,000円 改定なし

〔 入会金及び会費の額 〕

第２条　本会の会員は、定款第５条の種別により、次に定

める入会金及び会費の額を支払う義務を負う。

※　準会員Ａ及びＢの会費の額については、年度の中途入会の場
合であっても月額按分はしない。

附　　則

１　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及
び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行
に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項において読
み替えて準用する同法第106条第1項に定める一般法人の設立の
登記の日から施行する。

〔 入会金及び会費の額 〕

第２条　本会の会員は、定款第５条の種別により、次に定

める入会金及び会費の額を支払う義務を負う。

※　準会員Ａ及びＢの会費の額については、年度の中途入会の場
合であっても月額按分はしない。

附　　則

１　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及
び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行
に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第1項において読
み替えて準用する同法第106条第1項に定める一般法人の設立の
登記の日から施行する。

２　この規程の一部変更（第２条）は、令和５年４月１日から施
行する。

現　　　　行 変　　　　更

入会金及び会費規程変更（案）　　一般社団法人 大和青色申告会　入会金及び会費規程　新旧対照表

会員種別 入会金 会費の額

正　会　員 2,000円 年額  15,000円
（月額　1,250円）

準 会 員 Ａ 2,000円 年額　7,500円

準 会 員 Ｂ 2,000円 年額　2,000円

会員種別 入会金 会費の額

正　会　員 2,000円 年額  21,000円
（月額　1,750円）

準 会 員 Ａ 2,000円 年額  10,500円

準 会 員 Ｂ 2,000円 年額　2,000円
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１．入会と入会金の有無

　　　省略

２．会費の納入

（1）　会員は、総会の決議を経て別に定めるところによ

り、正会員は会費月額1,250円、準会員Ａは会費年額

7,500円、準会員Ｂは会費年額2,000円を納付する。

既納の会費は、原則として、これを返還しない。（定

款第12条）

３．交付金について

（1）　入会金の半額交付

　入会金の半額を、その勧奨した者の所属する支部に

交付する。

（2）　会費の一部交付

　正会員の会費の一部（会員一人当り年額1,000円）

をその会員の所属する支部に交付する。但し、税理士

支部に対しては、一人当り年額6,900円を「指導協力

費」として交付する。又、農業支部に対しては一人当

り年額7,000円をその会員の所属する支部に交付する。

　準会員の支部交付金は、農業支部所属の準会員Ａ一

人当り年額3,000円、農業支部所属の準会員Ｂ一人当

り年額500円をその会員の所属する支部に交付する。

　なお、特別の事由があり、理事会が認めた場合は、

この限りではない。

４．施行日

　　　省略

１．入会と入会金の有無

　　　省略

２．会費の納入

（1）　会員は、総会の決議を経て別に定めるところによ

り、正会員は会費月額1,750円、準会員Ａは会費年額

10,500円、準会員Ｂは会費年額2,000円を納付する。

既納の会費は、原則として、これを返還しない。（定

款第12条）

３．交付金について

（1）　入会金の半額交付

　入会金の半額を、その勧奨した者の所属する支部に

交付する。

（2）　会費の一部交付

　正会員の会費の一部（会員一人当り年額1,000円）

をその会員の所属する支部に交付する。但し、税理士

支部に対しては、一人当り年額10,500円を「指導協力

費」として交付する。又、農業支部に対しては一人当

り年額10,500円をその会員の所属する支部に交付する。

　準会員の支部交付金は、農業支部所属の準会員Ａ一

人当り年額4,200円、農業支部所属の準会員Ｂ一人当

り年額500円をその会員の所属する支部に交付する。

　なお、特別の事由があり、理事会が認めた場合は、

この限りではない。

４．施行日

　　　省略

13．この取扱いの一部変更　２．(1)、３．（2）は、令和

５年４月１日より施行する。

現　　　　行 変　　　　更

一般社団法人 大和青色申告会　入会金並びに会費の納入および交付金、 旅費等の交付の取扱いについて

会
費
額
の
改
定
に
つ
い
て

支
部
長
・
代
議
員
か
ら

意
見
を
募
る

臨
時
支
部
長
会
議 

開
催

　
８
月
19
日
（
金
）
座
間
市
立
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
理
事
お

よ
び
支
部
長
等
約
50
名
出
席
の
も

と
、
臨
時
支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
会
員
数
の
減
少
と
事

業
収
入
の
減
少
、
物
価
上
昇
等
に
よ

る
諸
経
費
の
増
加
、消
費
税
の
増
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
、
申
告
相
談

体
制
の
強
化
、
事
務
所
の
整
備
等
、

会
費
額
の
改
定
が
必
要
な
理
由
に
つ

い
て
大
原
総
務
委
員
長
か
ら
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
原
委
員
長
の
説
明
後
、
議
長
の


川
会
長
が
出
席
者
に
意
見
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
値
上
げ
幅
に
差
は
あ
る

も
の
の
賛
成
意
見
が
多
数
で
、
会
費

額
２
１
，
０
０
０
円
で
臨
時
総
会
に

上
程
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大原総務委員長

インボイス制度の個別説明・
登録申請手続のサポートを

ご希望の方は、

1
令和４年

2月20日までに
お願いいたします

　年末調整 および 確定申告期間中（令
和5年1月から3月まで）は、インボイス制
度の個別説明・登録申請手続のサポー
トはおこないませんので、あらかじめ
ご了承ください。

　下記の日程で指導会も開催いたしま
すので、ぜひご利用ください。

「消費税 課税事業者 指導会」
　令和４年11月22日（火）

11月24日（木）
11月25日（金）
9：00～15：00
12：00～13：00は休憩とさせ
ていただきます。

詳細はホームページをご覧ください。
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し
よ
う
と
も
事
前

周
知
さ
れ
な
い
要

人
往
来
時
の
交
通

規
制
、
治
安
維
持

に
貢
献
す
る
武
装
警
察
、
大
気
汚
染
を

な
く
す
た
め
に
進
歩
し
て
先
進
国
を
追

い
抜
い
た
電
気
自
動
車
、
日
本
の
バ
ー

コ
ー
ド
決
済
普
及
に
も
影
響
が
あ
っ
た

携
帯
電
話
の
最
新
技
術
、「
主
任
」
な

ど
同
じ
漢
字
で
も
日
本
と
中
国
で
認
識

が
異
な
る
役
職
、
官
庁
で
の
昇
進
や
役

職
を
左
右
す
る
中
国
共
産
党
の
影
響

力
、
質
問
の
提
示
や
通
訳
の
経
歴
調
査

な
ど
日
本
の
会
議
で
は
お
こ
な
わ
な
い

事
前
準
備
、
飲
食
を
伴
う
会
議
に
お
い

て
も
日
本
と
は
異
な
る
席
順
や
二
次
会

の
概
念
が
な
い
こ
と
、
弁
当
や
ビ
ー
ル

と
い
っ
た
冷
た
い
物
の
提
供
は
タ
ブ
ー

　
次
い
で
西
海

厚
生
委
員
長
か

ら
第
28
回
会
員

大
会
の
総
括
、

第
29
回
会
員
大
会
の
実
施
、
生
活
習
慣

病
健
診
の
実
施
、
総
合
保
険
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
無
料
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

無
料
保
険
相
談
の
開
催
、
保
険
お
よ
び

共
済
等
の
手
数
料
収
入
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
い
で
川
島
広
報
委
員
長
か
ら
役
員

一
泊
勉
強
会
の
開
催
、
広
報
誌
の
発
行

計
画
、
税
を
考
え
る
週
間
に
ち
な
む
広

報
活
動
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
名
刺

広
告
掲
載
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
解
析
、
産
業
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
の
改
定
に
伴
う
基
本
契
約
書
の
締

結
、
事
務
局
袖
看
板
の
安
全
点
検
お
よ

び
補
修
工
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
下
田
総
合
改
革
委
員
長
か
ら

支
部
長
不
在
支
部
へ
の
対
応
、
配
付
物

郵
送
化
に
つ
い
て
の
審
議
経
過
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
の

西
海
委
員
長
か
ら
代
議
員
選
挙
の
実
施

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
青
年
部
の
陳
会

計
か
ら
街
頭
献
血
の
開

催
、会
計
ソ
フ
ト「
ブ
ル
ー

リ
タ
ー
ン
Ａ
」
講
習
会
の

開
催
等
、
部
の
事
業
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
林
事
務
局
長

か
ら
事
務
局
会
議
室
の
エ

ア
コ
ン
故
障
に
伴
う
買
い

換
え
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
第
２
回
目
の
支
部
長
会
議
が

９
月
12
日
（
月
）、
座
間
市
立
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
理
事
お
よ
び
支

部
長
等
約
50
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
大
原
総
務
委
員
長

か
ら
今
年
度
の
収
支
状
況
、
会
費
額
の

改
定
、
臨
時
総
会
の
開
催
、
支
部
長
会

議
の
開
催
、
役
員
研
修
会
の
開
催
、
規

程
の
一
部
変
更
、
会
費
の
口
座
振
替
の

現
況
と
推
進
、
会
費
の
コ
ン
ビ
ニ
払
い

清
算
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
契
約
形
態
変
更
、
休

日
指
導
会
の
開
催
、
会
の
法
人
税
等
申

告
、
税
務
署
の
人
事
異
動
、
通
常
総
会

の
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
柴
田
税
制
委
員
長
か
ら
青
色

申
告
制
度
の
普
及
、
会
計
ソ
フ
ト
の
普

及
、
指
導
会
・
説
明
会
各
種
の
事
績
、

「
記
帳
確
認
済
証
明
」
発
行
、
記
帳
指

導
員
の
研
修
と
増
強
、
税
理
士
無
料
相

談
制
度
の
利
用
状
況
、
記
帳
指
導
受
託

事
業
、
税
務
研
修
会
の
事
績
と
今
後
の

予
定
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ
の

対
応
、「
減
価
償
却
費
の

計
算
書
」の
作
成
と
配
付
、

記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
、
租
税
教
室
の
開

催
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
岩
崎
組
織
委
員

長
か
ら
青
色
コ
ー
ナ
ー
の

事
績
と
今
後
の
対
応
、
夏

期
会
員
増
強
特
別
運
動
の

事
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
会
か
ら
理
事
会
決
定
事
項
の
報
告

支
部
長
会
議 

開
催

新
旧 

北
京
ビ
ジ
ネ
ス
事
情

　 

大
和
税
務
署
長
が
講
話

　
さ
る
９
月
12
日
（
月
）、
座
間
市
立

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
役
職

員
等
約
60
名
が
出
席
し
、
役
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
講
師
に
大
和
税
務
署
の

大
鳥
博
之
署
長
を
迎
え
、「
新
旧 

北
京

ビ
ジ
ネ
ス
事
情
」
と
題
し
、
約
１
時
間

の
講
話
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
鳥
署
長
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
前
の
牧
歌
的
な
風
景
か
ら
の
急
速

な
発
展
、
建
国
50
周
年
の
軍
事
パ
レ
ー

ド
遭
遇
、
式
典
等
の
開
催
日
は
晴
天
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
念
で
進

歩
し
た
人
工
消
雨
技
術
、
渋
滞
が
発
生

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
２
年
間
駐

在
し
た
中
国
・
北
京
で
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
両
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
事
情
の

違
い
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

役員
研修会

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

青
色
申
告
会
に
感
謝

副
部
長
　
松
岡
サ
ヨ
子

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
２
年
前
に
日
常
生
活
が
一
変
。

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る「
疫
病
」

の
大
流
行
に
す
べ
て
の
人
々
が
未
経
験

の
戸
惑
い
の
日
々
を
過
し
て
こ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　
建
設
業
を
営
む
我
家
も
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
会
に
入
会
し
て
44
年
、
申

告
会
の
方
々
に
は
記
帳
指
導
、
確
定
申

告
等
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
会
の
役
員
も
長
年
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
か
げ
さ
ま
で

お
友
達
も
で
き
、
親
会
の
会
員
大
会
に

は
毎
年
一
緒
に
参
加
し
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
九
州
ま
で
楽
し
い
思
い
出
を

た
く
さ
ん
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
建
築
業
の
か
た
わ
ら
農
業
も
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
は
こ
と
の
ほ
か
、

お
米
が
で
き
す
ぎ
、
一
気
に
刈
り
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
豊
作
。
農

業
人
生
50
年
こ
ん
な
に
と
れ
た
の
は
初

め
て
で
す
。
私
達
の
役
割
は
稲
が
持
つ

環
境
を
作
る
こ
と
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

感
謝
感
謝
で
す
。

　
米
の
字
を
分
解
す
る
と
、「
八
十
八
」。

米
が
で
き
る
ま
で
88
も
の
手
間
が
か
か

る
と
さ
れ
、
新
米
一
粒
一
粒
は
真
珠
の

よ
う
に
光
る
努
力
の
結
晶
だ
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　
何
事
に
も
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
、
日
々
努
力
と
感
謝
の
気
持
を

忘
れ
ず
持
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
女
性
部
の
皆
様
と
共
に
コ
ロ

ナ
終
息
を
祈
り
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し

楽
し
い
人
生
を
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
会
の
皆
様
に
感
謝
！

女性部研修旅行（平成29年9月）
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予
報
ど
お
り
日
差
し
が
戻
り
、
人
通

り
も
多
く
感
じ
ま
す
。
そ
の
割
に
は
出

足
が
良
く
な
い
感
じ
で
す
。
そ
の
う
ち

だ
ん
だ
ん
と
雲
が
戻
り
雨
も
ぱ
ら
つ
く

状
態
に
。
や
っ
ぱ
り
寒
い
。
寒
い
と
献

血
者
が
減
る
の
を
今
ま
で
の
経
験
か
ら

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。「
先
週
ま
で
は

暖
か
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
」
と
独
り
言

を
言
っ
て
み
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
、

川
会
長
が
道
行
く

高
校
生
た
ち
に
声
を
か
け
て
協
力
を
呼

び
か
け
る
と
初
め
て
の
献
血
に
勇
気
を

出
し
て
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
押
し

の
強
さ
は
さ
す
が
会
長
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、午
後
の
結
果
は
受
付
数
23
名
、

献
血
数
20
名
と
な
り
平
凡
な
結
果
で
は

あ
り
ま
す
が
貴
重
な
善
意
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
受
付
終
了
の
時
間

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

街
頭
献
血
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

部
長
　
下
田
　
兼
義

　
こ
ん
に
ち
は
　
青
年
部
で
す
。

　
今
年
も
献
血
活
動
の
お
手
伝
い
の
日

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
大
和
税
務
署
駐
車
場
で
職

員
の
皆
さ
ん
を
メ
イ
ン
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
大
鳥
署
長
は
じ
め
署
幹
部

の
皆
さ
ん
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
神
奈
川
県
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
湘
南

事
業
所
の
佐
藤
所
長
は
じ
め
担
当
の
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
、

献
血
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
過
去
一
番
の
献
血
数
を
記
録

し
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
当
然
そ
れ
以

上
の
数
字
を
目
指
し
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

つ
手
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
寒
い
。
朝
か
ら
日
も
差
さ

ず
風
も
吹
い
て
寒
い
。
非
常
に
良
く
な

い
展
開
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
署
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
昨
年
以
上
の
数
字
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
午
前
の
結
果
　
受

付
数
30
名
、
献
血
数
25
名
）

　
開
催
日
当
日
ま
で
参
加
を
呼
び
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
署
幹
部
の
皆
さ
ん
の
努

力
の
た
ま
も
の
で
す
。
午
後
の
部
次
第

で
は
良
い
結
果
が
出
そ
う
な
予
感
が
し

ま
し
た
。
お
昼
頃
か
ら
は
晴
れ
間
も
あ

る
と
の
予
報
に
期
待
を
し
な
が
ら
昼
食

を
と
り
、
午
後
の
会
場
の
大
和
駅
前
に

再
度
集
合
。

受付人数

200ml 400ml 合計

4名 49名 53名

献血人数

200ml 400ml 合計

3名 42名 45名

献血のご報告

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

西鶴間第１支部
支部長

大 澤 一 郎

頂
上
を
目
指
し
て
一
歩
一
歩

　
４
年
前
に
定
年
退
職
し
た
私
は
、
何

か
趣
味
が
欲
し
い
と
考
え
、
山
登
り
を

始
め
ま
し
た
。
山
登
り
に
し
た
最
大
の

理
由
は
、
足
腰
を
鍛
え
ら
れ
そ
う
だ
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
現
役
時

代
の
運
動
不
足
が
た
た
っ
て
か
、
登
る

の
に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。
登
山
後

は
、
激
し
い
筋
肉
痛
に
何
度
も
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
小
学
校
時
代
に
登
っ
た

「
大
山
」か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

徐
々
に
丹
沢
の
山
々
に
挑
戦
し
始
め
ま

し
た
。私
の
お
気
に
入
り
は
、「
塔
ノ
岳
」

で
す
。
標
高
は
１
，
４
９
１
ｍ
で
す
。

か
な
り
の
急
登
が
続
い
て
、
途
中
で
心

が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ８７２ 農 業 ４ １，０９０ 準 会 員 Ａ １２０

大 和 南 １６ ９２８ 歯 科 医 師 ２ ２１ 準 会 員 Ｂ １５９

座 間 １４ ９０４ 税 理 士 １ ７２

海 老 名 １４ ７４４ 事 務 局 １７８

綾 瀬 ９ ５３０ 正 会 員 計 ５，３３９ 準 会 員 計 ２７９

支部と会員数　　　（令和４年10月20日 現在）

大和税務署　駐車場

も
、
な
ん
と
か
頂
上
を
目
指
し
ま
す
。

何
故
な
ら
、
頂
上
で
の
３
６
０
度
パ
ノ

ラ
マ
が
絶
景
だ
か
ら
で
す
。

　
よ
く
、「
目
標
に
向
か
っ
て
、
一
歩

一
歩
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
山
登
り
は
、
ま

さ
に
こ
の
言
葉
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
青
色
申
告
会
に
お
い
て
も
、
会
員
の

皆
様
の
一
歩
ず
つ
の
積
み
重
ね
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
頂
上
に
近
づ
い
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

入会７名 ～ 夏期 会員増強特別運動

　会勢拡大のための特別運動が７月１１日から

８月１０日まで実施され、皆さんのご協力によ

り７名の方が入会されました。

【大和北地区】 ３名

【座 間 地 区】 ３名

【海老名地区】 １名

と
な
り
、
来
年
に
期
待
を
込
め
て
撤
収

と
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
抜
け
る
よ
う
な
晴
天
で
し

た
…
。

　S
p
ecial T

h
an

k
s

　
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
だ
い
た
大
和

南
支
部
の
一
部
支
部
長
、
小
田
原
青
色

申
告
会
の
三
浦
さ
ん
、
野
中
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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　令和５年１０月１日からインボイ
ス制度が開始されます。インボイス
制度が実施されて、何がかわります
か？

　課税事業者がインボイス発行事業者の登録をうけることで、インボイスを発行
できるようになります。インボイスには消費税額等が記載されるため、その転嫁
がしやすくなる面もあると考えられます。インボイス登録事業者は請求書等の記載事項やシ
ステムの改修等へ対応が必要となります。（なお、免税事業者の方が、インボイス登録申請
をされますと課税事業者になりますので消費税の申告の提出が必要となります。）

大和税務署からの

お知らせ
インボイス制度 説明会の御案内

１ 説明会の主な内容
　インボイス制度の基本的な仕組みを説明いたします。
　課税事業者向けの説明会と免税事業者向けの説明会の２つの説明会があります。

２ 説明会の日程

３ 説明会の参加に当たって
　参加を希望される方は、会場の収容人数の都合上、事前予約制とさせていただきますので、事前
に連絡先まで申込みをお願いします。
　なお、定員に達した時点で、予約の受付を終了させていただきますので、あらかじめ御了承ください。
　また、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、中止する場合がございます。

　マスクの着用をお願いします。
　御来場には、公共交通機関を御利用ください。

開催日 開催時間 定員 開催場所・連絡先

①課税事業者向け説明会 開催場所　大和税務署　５階「大会議室」
（大和市中央５丁目１４番２２号）

連 絡 先　大和税務署 ０４６－２６２－９４１１（代表）

個人課税 第１部門　内線２１４
※　音声案内「２」を押した後、交換手に内線番号
をお伝えください。
　開催日の１週間前までにお電話でご予約をお願
いいたします。

令和４年
１２月１日（木） １０：００～１１：１５ ３０名

令和４年
１２月１日（木） １３：３０～１４：４５ ３０名

②免税事業者向け説明会

令和４年
１２月１９日（月） １０：００～１１：１５ ３０名

令和４年
１２月１９日（月） １３：３０～１４：４５ ３０名

軽減税率制度 及び インボイス制度に関する情報については、
国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）の
「消費税の軽減税率制度・適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）」を御覧ください。

右のＱＲコードから
サイトへ
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　青色申告会は、青色申告者によって組織された健全な納税者団体であり、神奈川

県には18の青色申告会があります。

　「一般社団法人 大和青色申告会」は、大和税務署管内（大和市、座間市、海老名市、

綾瀬市）の青色申告者によって組織され、約

5，300名の会員の中から選任された役員が

無報酬で会運営にあたっております。

　年会費15，000円（※）で、記帳・決算の個

別指導、金融斡旋のほか、研修旅行・生活習

慣病健診・各種共済等の福利厚生事業も行い

つつ、公平で合理的な税制の確立を目指して

活動しております。

青
色
申
告
会
っ
て

　
ど
ん
な
団
体
？

お知り合いの方に
“大和青色申告会”を

ご紹介下さい！

お店を経営している個人事業主の方

マンションなどの賃貸収入のある方

新規入会者をご紹介していただいた方には
粗品（缶ビール券5枚）をプレゼント！

年会費15，000円（※）で、記帳・決算の個別指導
をはじめとした会員サービスを提供しております。

※ 令和５年度からは、年会費21，000円になります。
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証明書の発行は11月30日まで

詳細は、チラシまたはホームページをご覧ください

　ご氏名・写真撮影場所をご明記のうえ、
ふるってご応募ください！
（写真はデータでもプリントでもかまいません。）

お問い合わせ・ご応募は、大和青色申告会 事務局「青色だより」担当まで

応募締切
12月2日

お、いいの撮れた

青色申告特別控除５５万円適用の皆様へ

　令和２年分の確定申告よりｅ-Ｔａｘ（電子申告）による提出または電子帳簿保存法適

用者以外のかたは、青色申告特別控除が６５万円から５５万円に引き下げられました。

この機会に６５万円控除にしてみませんか？
マイナンバーカード申請サポートの

詳細はこちら

　令和２年分の確定申告よりｅ-Ｔａｘ（電子申告）による提出または電子帳簿保存法適

マイナンバーカードの申請も
　大和青色申告会がサポートします

　当会のシステムに減価償却資産のご登録が
ある会員の方には、7月に「減価償却費の計
算書」を発送いたしました。

　記載内容に誤りがある場合、あるいは固定
資産の新規取得や除却等がある場合には修正
いたしますので、お早めにご連絡ください。

　また、新たに計算書の作成を希望される会
員の方は、前年分の決算書の「減価償却費の
計算」欄（３面）をお持ちください。

「記帳確認」の

詳細はこちら

11月30日まで

　事務局からのお知らせ　
◆　下記の日付につきましては、業務時間に変更が

ございます。会員の皆様にはご不便をおかけ

いたしますが、ご了承のほどよろしくお願い

申し上げます。

●令和４年12月25日（月）指導員研修
業務時間　13：00 ～ 17：30

●令和４年12月28日（水）仕事納め
業務時間　18：45 ～ 12：00
※ 年始は１月４日（水）から業務いたします。

●令和５年11月16日（月）指導員研修
業務時間　13：00 ～ 17：30

●令和５年11月17日（火）支部長会議 他
業務時間　18：45 ～ 11：00

ホームページのお知らせ欄は
随時更新しておりますので、
こちらもぜひご覧ください。


